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写真を読む



課題提供機関



インテリア

課題提供機関

福祉住環境

家具・文具
書の庵

ーしょのいおりー



課題

コロナ禍で芸術分野が衰退



その理由は、

衣食住 ＞



庄内の芸術文化
の普及

店舗を維持する収入

課題

この二つをクリアする



書の庵を訪問
いおり

書道用具や表現用具の
専門店



画材屋さんのイメージ…

画
材
屋
・
・
・

入りずらいかも。



ほしくなるような商品
がいっぱいあった



企業

作り手 美術館



コロナで客足が減少



地元のことを知る
いい機会



美術館

企画力も重要



パッケージされた
企画

＋
その美術館独自の

企画



世間のニーズ
とのギャップ



企業

作り手
美術館



酒田を代表する美術館

土門拳記念館



酒田の写真家土門拳の作品を展示



大学から近い



学生に美術館に
来てほしい。



考えた企画

株式会社ブルー 土門拳記念館

コラボ



ターゲットは
学生



朗読劇をする

企画1

土門拳についての朗読、庄内の詩人・作家の作品を朗読する。
私たちなりに作成して、上演する。



企画２

ワークショップ

聞き手から作り手へ
書の庵から筆や紙を提供していただき、朗読劇から感じたこ
とを自由に作品にしてもらう。



ブルーさんの商品を
出張販売する

• 私たちでも使える画材を知ってもらえる。

• ブルーさんの商品宣伝になる。



広報手段

・ポスターを作成

・ツイッター

・ホームページ



企画のねらい

・土門拳や庄内のアーティストをもっと
知ってもらう。

・土門拳記念館に来たことがない人が来館
するきっかけを作る。

・株式会社ブルーの商品宣伝、売り上げに
つなげる。



土門拳記念館に連絡してお話しした
ところ・・・

前向きに検討するとのこと！



作った作品を
書の庵に展示
する



・企画に参加してくださった方は、
書の庵に足を運んでくれる。



動画を配信する



・多くの人にこの企画を知ってもら
える。



作成したポスター



小学校や中学校はもう春休み

ポスターを張りに
行けなかった。



イベント当日、登校日の高校が多かった。

参加したいけど、、
学校がある。Oh..



メールで大学からも
宣伝してもらった



そして当日3月22日







• 久しぶりに図工のようなことがで
きて楽しかった。

• ブルーさんの商品に興味を示して
いただいた。

• 朗読劇も好評だった。



反省点

・日程の設定

当日、登校日の学校が多く高校生、中学生
が参加できなかった。

・広告

余裕のある準備が必要



今後の課題

• 何度も足を運んでもらうには、常に新しい
企画が必要

• 若い人たちにもっと芸術に触れてほしい
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